
【タイトル】
いろんな端材を組み合わせよう！「新工作ワークショップ」　
テーマ「いきもの」

【日時】　
11 月 2 日（土）　①11:30 ～ 13:00　②14:00~15:30

【場所】
ATC ビル ITM 棟 2 階 咲洲エキスポ 森の絵本展ブース内

【設備】
テーブル 8 台、椅子 16 脚、ポスター用パネルスタンド 1 台

【事前に準備したツール】
<  制作台  > はさみ、くっつき虫、貼ってはがせる強力両面テープ、セロハンテープ、ガムテープ、マスキングテープ、定規、取り皿
<  加工コーナー  ※新規 >　カッター、木工ボンド、ホッチキス、ガムテープ
< 端材コーナー（床含む） >　紙、スポンジ、ゴム、シリコン、皮革、木（棒状のみ ※多用回避）、ボタン（装飾的でないもの）
< 補助材料 >　ストロー、たこ糸、つまようじ、たけひご、モール ※新規、マジックテープ
<説明用ディスプレイ >　プレWS での革太鼓作品、ひっつき虫による異材料の接合見本、キラキラブロック・エフパズル（端材利用可能商品として）

【参加クリエイター】
中島、賀來、西島、沢村、（増田、板倉）

【ワークショップ参加者数、参加を募る手法】
10 人（①②各 5 人）、チラシ配布・呼び込み

【WSで生まれた作品+チェックシート+考察（中島見解）】
2 回分まとめて別ページにて紹介

【WS中、問合せのあった企業など】
近鉄百貨店 あべのハルカス イベント担当者様、中央プラスチック様、大阪大学アップサイクルプロジェクトスタッフ様

【気づいた点など】

端材で新工作〈発明（現）〉プロジェクト ワークショップ 報告レポート



端材（小）＋補助材料コーナー
（スポンジ、シリコン、皮革、木（棒状）、ボタン、ストローなど）

※クリエイターは任意に移動してサポート
※2回目のWSシーンを図解しています
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端材（大）コーナー〈床置き〉
（紙、樹脂シート、テント生地など）
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端材で新工作プロジェクト ワークショップ 報告レポート

エフパズル　キラキラブロック



端材で新工作プロジェクト ワークショップ 報告レポート（一部抜粋）

ハルキくん　10歳 シュウタくん　12歳

多くの穴が開いたシートを胴体の外部と内部に用いて、層にした透過表現は面白い。
内臓の食べ物を見せたり、親カンガルーの袋の中の子カンガルーの状態を見せたり、目新しい表現
も可能。

考察
線状の樹脂で塊を作り、それを穴あきゴムシートで巻き付け、針金モールで数か所固定し、外形を
整えていくというやり方で、色・形だけでなく質感をしっかり表現できていた。多様な質感を表現
できるブロック玩具などに進展できれば面白いだろう。

考察



端材で新工作プロジェクト ワークショップ 報告レポート（一部抜粋）

カノンちゃん　6歳

端材以外も活用。椅子に端材でできたマスクを被せた作品。人ではなく、いろんな椅子をマスクマンに
早変わりさせて、見る人を和ませるパーティグッズみたいなものか。半世紀以上変わらないお面などの
デザインにも新デザインの可能性を感じる。

考察
質感のある絵日記、絵巻物と考えると新しい。植毛できるフロッキープリントをし、後でユーザーが
毛並みを触って楽しむなど、新しい平面デザインの可能性をも感じた。

考察

シモンくん　8歳


